
１．平成20年度～平成22年度（3箇年）で下図の工事が必要。１．平成20年度～平成22年度（3箇年）で下図の工事が必要。

４．完成断面の工事を行う為には、バリエーションの確定が必要。４．完成断面の工事を行う為には、バリエーションの確定が必要。

３．残り３年で残工事を完成させる為には、捨石以外の工事も進める
必要がある。

３．残り３年で残工事を完成させる為には、捨石以外の工事も進める
必要がある。

２．当面の安全確保として、捨石＋海側杭をつなげる事が急務である。２．当面の安全確保として、捨石＋海側杭をつなげる事が急務である。

 
自然環境学習の場 
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100ｍ

第１工区

230ｍ120ｍ40ｍ

第２区

392m

捨石+海側杭 356ｍ

塩浜２丁目 工事用搬入路①工事用搬入路②

すり付区間
９１ｍ

H20年度～H22年度
被覆石：746ｍ、陸側杭706m

残工事

完成形施工

被覆石はバリエーションに影響する。

完成形施工

被覆石はバリエーションに影響する。

杭先行

陸側杭はバリエーションに影響しない。

杭先行

陸側杭はバリエーションに影響しない。

ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ・
順応的管理
の検討時間
に猶予

ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ・
順応的管理
の検討時間
に猶予

H18年度 100ｍ
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Ａ Ｂ

自然再生の場

4. Ｈ20年度の整備方針について
(１) 工事の考え方

護岸バリエーションに影響する範囲

護岸バリエーションに影響しない範囲

参考 護岸バリエーションに影響する範囲（断面）

15

  H.W.L. AP＋2.10m

  L.W.L. AP±0.00m

  H.H.W.L. AP＋5.40m

 AP－22.00m
 AP－21.00m

 AP+1.00m 捨 石

 AP－1.50m

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）  AP＋5.65m

 AP＋4.00m

AP±0.00m

遊歩道

1:2



②④ ①工　種・箇所区分 ⑤ ③⑦ ⑥

海
域
工
事

⑨ ⑧

陸
域
工
事

 捨石＋Ｈ鋼杭（倒壊防止）

 被覆石（バリエーション）

 Ｈ鋼杭＋鋼矢板（倒壊防止）

 被覆石（バリエーション）
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第１案 ： 完成形なし案 ⇒ （捨石、海側H鋼杭）＋（陸側H鋼杭・鋼矢板）

メリット

○対象範囲の緊急対応が完了する。
○バリエーションに影響しない工事なので検討時間ができ
る。

メリット

○対象範囲の緊急対応が完了する。
○バリエーションに影響しない工事なので検討時間ができ
る。

デメリット

●新基本断面での完成形確認は20ｍに限られる。

デメリット

●新基本断面での完成形確認は20ｍに限られる。

残工事

H20年度

施工済み

H19年度

継続して検討するエリア

自然再生を検討するエリア

120m 230ｍ 100m

80m

20m20m

356ｍ

370ｍ

完成形

・H18：20m

・H19：20m

20m

（２）実施計画検討案
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①’

①

第１案 ： 完成形なし案 施工断面図
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②’

②

②－②’断面

1:2

 AP+3.00m  AP+3.00m

 AP+1.00m 捨 石

 AP－1.50m

1:3

 AP＋5.65m

 AP＋4.00m

 H.W.L. AP＋2.10m

 L.W.L. AP±0.00m

 H.H.W.L. AP＋5.40m

 AP－22.00m
 AP－21.00m

▽ 計画高潮位:A.P.+5.40m

▽ 朔望平均満潮位:A.P.+2.10m

▽ 朔望平均干潮位:A.P.±0.00m1:2

 AP+3.00m  AP+3.00m

 AP+1.00m 捨 石

 AP－1.50m

1:3

 AP＋5.65m

 AP＋4.00m

 H.W.L. AP＋2.10m

 L.W.L. AP±0.00m

 H.H.W.L. AP＋5.40m

 AP－22.00m
 AP－21.00m

①－①’断面
▽ 計画高潮位:A.P.+5.40m

▽ 朔望平均満潮位:A.P.+2.10m

▽ 朔望平均干潮位:A.P.±0.00m
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